
令和８年度茨城県当初予算案
令和８年２月



予算規模

１

一般会計予算額 １兆３,５９９億２,４００万円

（対前年度比 ＋９６２億３,０００万円 ＋７.６％）

※ 当初予算規模は過去最大、県税も過去最大
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予算編成の基本方針 ／ 特に重点的に進める３つの取組

２令和８年度当初予算案

人口減少時代の「新しい茨城」づくり

併せて経済の好循環に向けて物価高対策を推進(R7最終補正含む)

新しい安心安全

新しい豊かさ 新しい人財育成

新しい夢・希望

特に重点的に進める３つの取組
「差別化」 「インフラへの投資」 「多様な人財」

★ 本県に他の地域にない特長をつくるための「差別化」

・ 県北地域振興のため、日立共創プロジェクトの推進や、「里山資源」を活用したコンテンツ
造成等により地域活力を創出

・ 新産業を育成し魅力的な働く場を創出するため、成長分野進出支援やベンチャー企業育成
等に加え、クリエイティブ・コンテンツ産業のアニメ分野を開拓

・ 付加価値向上等による儲かる農林水産業の実現のため、スマート農業技術の活用等によ
る有機農業の拡大や、ウナギ資源増大対策等を進めるとともに、海外市場への進出を促進



特に重点的に進める３つの取組

３令和８年度当初予算案

★ 本県の将来の発展を見据えた「インフラへの投資」

・ つくばエクスプレス土浦延伸計画の具体化に向けた必要な追加調査・分析を実施

・ 茨城空港ターミナルビル拡張に向けた機能強化方針を策定

・ 中央病院とこども病院を統合した新県立病院の整備に向け用地取得等に着手

・ 阿見町実穀地区において新たな工業団地を造成

★ 「多様な人財」が活躍できる社会の実現

・ ひとり親世帯の仕事と育児の両立のため、家事・育児負担を軽減する支援員を派遣

・ 外国人との秩序ある共生社会実現に向け、生活ルール啓発や地域での関係構築支援、
外国人児童・生徒への日本語支援体制等を充実

・ 外国人雇用の適正化促進のため、事業者への巡回訪問体制を強化



その他の取組

４令和８年度当初予算案

○ その他の取組（４つのチャレンジ）

【新しい豊かさ】

• 中小企業の賃金引上げを促進するとともに、従業員への奨学金返還の補助により人材確
保・定着を支援

【新しい安心安全】

• 安心して暮らせる社会づくりのため、捜査関係資機材の拡充等により、犯罪対策を強化

• 後方支援医療機関との連携促進により、中核医療機関の救急受入病床を確保

【新しい人財育成】

• プレ妊活健診の推進や不妊治療費助成の要件緩和、過疎地域の出産祝金制度への支援
により、妊娠・出産の支援体制を充実

• 多様で質の高い学習環境整備のため、小中学生向けオンライン授業等を実施

【新しい夢・希望】

• 欧米豪等に向けた戦略的なプロモーションにより、インバウンド誘客を促進

• 鹿嶋市や鹿島アントラーズと連携し、新たなカシマサッカースタジアム建設の基本計画を策定


